


Traditional Handicrafts that 
G

uide the Light
光ひ

か
り

を
導み

ち
び

く
伝で

ん

統と
う

の
手て

し
ご
と

Text: SAWAGUCHI Shota
文
ぶん
：澤
さわ
口
ぐち
翔
しょう
太
た

Edo Kiriko is a type of glasswork in which 

colored glass is layered over clear glass, 

and the colored side is cut to create a 

pattern. It was developed during the Edo 

period (17th to 19th century) and is now 

designated as a traditional craft by both 

the national government and the Tokyo 

Metropolitan Government.

江
え
戸
ど
切
きり
子
こ
は、透

とう
明
めい
なガ

glass
ラスに色

いろ
のつい

たガラスを重
かさ
ね、色

いろ
つきの方

ほう
に切

き
り込

こ

みを入
い
れて文

もん
様
よう
を施
ほどこ
したガラス細

ざい
工
く
で

す。江
え
戸
ど
時
じ
代
だい
（17～19世

せい
紀
き
）に発

はっ
展
てん
し、

現
げん
在
ざい
では国

くに
と東
とう
京
きょう
都
と
の両
りょう
方
ほう
から伝

でん
統
とう

工
こう
芸
げい
品
ひん
に指

し
定
てい
されています。

It is said that the prototype of Edo Kiriko 

was created by a glass artisan named 

KAGAYA Kyubei. Initially, it was transpar-

ent glass adorned with fine geometric pat-

terns, but during the Meiji period (19th to 

20th century), Western engraving and cut-

ting techniques were introduced, evolving 

it to its current style.

江
え
戸
ど
切
きり
子
こ
の原
げん
型
けい
を作
つく
ったのは、加

か
賀
が
屋
や

久
きゅう
兵
べ
衛
え
というガラス職

しょく
人
にん
だと言

い
われて

います。当
とう
初
しょ
は透

とう
明
めい
なガラスに細

こま
かい

幾
き
何
か
学
がく
模
も
様
よう
を施
ほどこ
したものでしたが、明

めい

治
じ
時
じ
代
だい
（19 ～ 20 世

せい
紀
き
）に西

せい
洋
よう
の彫
ちょう
刻
こく

やカ
cut
ットの技

ぎ
術
じゅつ
が流
りゅう
入
にゅう
し、現

げん
在
ざい
の形
かたち
と

なりました。

However, the evolution of Edo Kiriko has 

not stopped. Craftsmen are competing 

with each other in pursuit of new tech-

niques and expressions while continuing 

to carry on the tradition. In this issue, we 

feature NABETANI Junichi, a traditional 

craftsman who is breaking new ground in 

the field of EEdo Kiriko.

ただ、江
え
戸
ど
切
きり
子
こ
の進
しん
化
か
は止

と
まっていま

せん。職
しょく
人
にん
たちは伝

でん
統
とう
を受

う
け継

つ
ぎなが

らも、新
あら
たな技

ぎ
法
ほう
、表
ひょう
現
げん
を追
つい
求
きゅう
して腕

うで

を競
きそ
い合

あ
っています。今

こん
回
かい
は、そんな江

え

戸
ど
切
きり
子
こ
の新
しん
境
きょう
地
ち
を開
かい
拓
たく
する伝

でん
統
とう
工
こう
芸
げい

士
し
・鍋
なべ
谷
たに
淳
じゅん
一
いち
さんを特

とく
集
しゅう
します。
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より良
よ
い誌

し
面
めん
にするため、ひらがなタイムズでは皆

みな
様
さま
からのご意

い
見
けん
やご感

かん
想
そう
をお待

ま
ちしております。氏

し
名
めい
、性

せい
別
べつ
、年

ねん
齢
れい
、国

こく
籍
せき
をお書

か
きの上

うえ
、は

がき、または Eメ
mail
ールでお送

おく
りください。読

どく
者
しゃ
プ

present
レゼントをご希

き
望
ぼう
の方

かた
は、郵

ゆう
便
びん
番
ばん
号
ごう
、住
じゅう
所
しょ
、商
しょう
品
ひん
名
めい
、電

でん
話
わ
番
ばん
号
ごう
もお書

か
きください。毎

まい
月
つき

5
いつ

日
か
締
し
め切

き
り。応

おう
募
ぼ
数
すう
の多

おお
い場

ば
合
あい
は抽
ちゅう
選
せん
。結

けっ
果
か
は発

はっ
送
そう
をもってかえさせていただきます。
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How 
Does 
He Make 
These?

Text: SAW
AG

U
C

H
I Shota

文ぶ
ん

：澤さ
わ

口ぐ
ち

翔し
ょ
う

太た
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Nabetani Glass Kogeisha (Ota City, Tokyo) is an Edo 

Kiriko workshop established in 1949. The company is 

currently led by NABETANI Junichi, the third gener-

ation of the company. He is a traditional craftsman 

known for his powerful and dignified “Otoko no Rock 

(Man’s Rock)” series which overturns the image of deli-

cate Edo Kiriko.

鍋
なべ
谷
たに
グ
glass
ラス工

こう
芸
げい
社
しゃ
（東

とう
京
きょう
都
と
大
おお
田
た
区
く
）は、1949 年

ねん

に創
そう
業
ぎょう
した江

え
戸
ど
切
きり
子
こ
の工

こう
房
ぼう
です。現

げん
在
ざい
同
どう
社
しゃ
を率

ひき
い

るのは、3代
だい
目
め
の鍋

なべ
谷
たに
淳
じゅん
一
いち
さん。繊

せん
細
さい
な江

え
戸
ど
切
きり
子
こ

のイ
image
メージを覆

くつがえ
す、力

ちから
強
づよ
く重
じゅう
厚
こう
な「男

おとこ
のロ

rock
ック」

シ
series
リーズで知

し
られる伝

でん
統
とう
工
こう
芸
げい
士
し
です。

ど
う
や
っ
て
作つ

く

っ
て
い
る
ん
だ
？

“When I tried to create ‘Otoko no Rock,’ many voices of 

opposition arose from those around me. Most buyers 

of Edo Kiriko are women. There was a prevalent belief 

in the industry that products with a thick rim wouldn’t 

sell. However, I was determined to create something 

that would appeal more to men. So, undeterred by the 

opposition, I crafted what I personally wanted to use.”

「自
じ
分
ぶん
が『男

おとこ
のロック』を作

つく
ろうとした時

とき
、周
しゅう
囲
い
から

反
はん
対
たい
の声
こえ
が多
おお
く上

あ
がりました。江

え
戸
ど
切
きり
子
こ
の買

か
い手

て
は

多
おお
くが女

じょ
性
せい
です。飲

の
み口
くち
が分

ぶ
厚
あつ
いと売

う
れないという

のが、業
ぎょう
界
かい
の共
きょう
通
つう
認
にん
識
しき
でした。でも、自

じ
分
ぶん
はもっと

男
だん
性
せい
が使
つか
いたくなるものを作

つく
りたいと考

かんが
えていたんで

す。だから反
はん
対
たい
は気

き
にせず、自

じ
分
ぶん
が使
つか
いたいと思

おも
うも

のを作
つく
りました」。
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The “Otoko no Rock,” distinguished by its 

rugged presence, became a major hit, defy-

ing the expectations of many. Its popular-

ity is so widespread that other workshops 

have also embraced the concept. Further-

more, Nabetani continues to challenge the 

industry’s conventions with innovative ap-

proaches, like introducing multiple colors 

to the traditionally monochromatic Edo 

Kiriko.

無
ぶ
骨
こつ
な存

そん
在
ざい
感
かん
で異

い
彩
さい
を放

はな
つ「男

おとこ
の

ロック」は、大
おお
方
かた
の予

よ
想
そう
を裏

うら
切
ぎ
って

大
だい
ヒ

hit
ット。今

いま
では他

ほか
の工

こう
房
ぼう
もその

コ
concept
ンセプトを取

と
り入

い
れるほど、多

おお
くの人

ひと

に認
みと
められています。この他

ほか
にも、単

たん
色

しょく

だった江
え
戸
ど
切
きり
子
こ
に複
ふく
数
すう
の色

いろ
を持

も
ち込

こ
む

など、鍋
なべ
谷
たに
さんは斬

ざん
新
しん
な発

はっ
想
そう
で業
ぎょう
界
かい
の

常
じょう
識
しき
に挑
いど
み続
つづ
けています。

“The techniques for thick kiriko and using 

multiple colors in glass existed from the 

beginning. I simply commercialized them 

using the Edo Kiriko method. In fact, I 

never initially intended to become an Edo 

Kiriko craftsman. I viewed it as grueling, 

messy work, and anticipated that it might 

eventually become an unsustainable indus-

try.”

「分
ぶ
厚
あつ
い切
きり
子
こ
も、複

ふく
数
すう
の色
いろ
を使
つか
ったガラ

スの品
しな
も、元

もと
から技

ぎ
法
ほう
はありました。そ

れを江
え
戸
ど
切
きり
子
こ
で商
しょう
品
ひん
化
か
した、という形

かたち
で

す。実
じつ
は自

じ
分
ぶん
は、江

え
戸
ど
切
きり
子
こ
の職
しょく
人
にん
になる

つもりはありませんでした。重
じゅう
労
ろう
働
どう
の汚
よご

れ仕
し
事
ごと
で、将

しょう
来
らい
的
てき
には産

さん
業
ぎょう
としても成

な
り

立
た
たなくなると予

よ
想
そう
していたからです」。

“I observed my father at work, but I hadn’t 

truly handled the tools until I started 

working. My perspective shifted after I 

left the computer-related company I was 

employed at. One day, I took a closer look 

at my father’s creations and thought, ‘How 

does he make these?’ I was astounded.”

「親
おや
父
じ
の仕

し
事
ごと
は見

み
ていましたが、社

しゃ
会
かい
人
じん

になるまでは、まともに道
どう
具
ぐ
を触
さわ
ったこ

ともありませんでした。気
き
持
も
ちが変

か
わっ

たのは、就
しゅう
職
しょく
したコ

computer
ンピュータ関

かん
連
れん
の会
かい

社
しゃ
を退
たい
職
しょく
した後

あと
です。ある時

とき
、親
おや
父
じ
の作
さく

品
ひん
を改
あらた
めて見

み
て『どうやって作

つく
っているん

だ？』と驚
おどろ
きました」。

“On the large bowl, engraved with both 

small and large cuts, the pattern seemed 

to stand out, as if it was f loating. Usually, 

carving into glass creates a concave effect. 

I wondered how he achieved this artistry 

with just cuts. This piqued my interest in 

my father’s techniques and the way he used 

his tools. To put it frankly, I started to see 

it as something really cool.”

「大
だい
小
しょう
のカ

cut
ットが刻

きざ
まれた大

おお
きな鉢

はち
の

表
ひょう
面
めん
に、文

もん
様
よう
が浮

う
き出

で
て見

み
えたんで

す。普
ふ
通
つう
はガラスを削

けず
ると凹

くぼ
むはずです。

カ
cut
ットだけで、どうやってこの細

さい
工
く
を表
ひょう
現
げん
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Close up Japan クローズアップ・ジャパン

Background of the Tanka  Trend that Captured the Hearts and Minds of the Youth
若
わか

者
もの

たち の 心
こころ

 を 捉
とら

えた 短
たん

歌
か

ブ
ぶ

ー
ー

ム
む

 の 背
はい

景
けい

3. The resurgence of tanka’s popularity is attributed to the 
presence of social networking services, with the reduced 
communication during the COVID-19 pandemic possibly 
accelerating this trend.

1. The traditional Japanese fixed-form poetry, known 
as waka  (generally referred to as tanka  in modern 
times), is gaining popularity among young people 
today.

4. Utilizing social networking services that enable the 
a nony mous sha r i ng of  genu i ne emot ions ha s  le d to 
increased interactions among like-minded individuals 
through short verses.

Text 文
ぶん

  |  KOIKE Takae  小
こ

池
いけ

 タ
た か え

カエ

2 .  Ta n k a ,  a  Japa nese cu ltu r a l  t rad it ion last i ng 
since ancient times, uses the pleasing rhythm of the 
Japanese language (31 syllables in a pattern of 5-7-5-
7-7) to express emotions and feelings.

リ
り

ア
あ

ル
る

 な                     心
しん

情
じょう

                     を                    匿
とく

名
めい

 で

共
きょう

有
ゆう

 できる                     S
えすえぬえす

NS    を                 活
かつ

用
よう

する 中
なか

 で、

気
き

 の 合
あ

う                      者
もの

                     同
どう

士
し

 が                     短
たん

文
ぶん

で             やりとり する 機
き

会
かい

 が 増
ふ

え ました。

短
たん

歌
か

 は、                 日
に

本
ほん

語
ご

                 の                心
ここ

地
ち

よい

リ
り

ズ
ず

ム
む

        （ 「五
ご

 ・ 七
しち

 ・ 五
ご

 ・ 七
しち

 ・ 七
しち

」                       の

        3
さんじゅういち

1        字
じ

）      で           心
しん

情
じょう

 を           表
ひょう

現
げん

 する、 

古
こ

代
だい

             から        続
つづ

く         日
に

本
ほん

 の           文
ぶん

化
か

 です。

短
たん

歌
か

人
にん

気
き

 の                              背
はい

景
けい

 には、                        S
えすえぬえす

NS 

の            存
そん

在
ざい

             が             あり、                              コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

禍
か

に よる               コ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

不
ぶ

足
そく

 が、                それ を 

さら に 加
か

速
そく

 させた の では と 言
い

われ ます。

今
いま

、            日
に

本
ほん

 の            伝
でん

統
とう

的
てき

 な                     定
てい

型
けい

詩
し

で ある            和
わ

歌
か

             （現
げん

代
だい

 では             一
いっ

般
ぱん

的
てき

 に

短
たん

歌
か

               と              呼
よ

ばれる） が                若
わか

者
もの

 たち

の 間
あいだ

 で             人
にん

気
き

 を             集
あつ

めて い ます。

     genuine                               emotions                             of                          anonymous

that enable the sharing     social networking services                       utilizing

like-minded                          individuals                       among                      short verses

through                     has led to increased interactions

(the resurgence of) tanka’s popularity       attributed       social networking services

of             the presence             to                     is            the COVID-nineteen pandemic

  during                            with the reduced communication                          this (trend)

                              possibly accelerating

today              Japanese                     traditional              the fixed-form poetry

known as                 waka                in modern times                    generally

 tanka                     as                       referred to                             young people

      among                       popularity                         is gaining

    tanka                  the Japanese language           of                        pleasing

the rhythm            five       seven     five      seven    seven         in a pattern of

thirty-one syllables      uses      emotions and feelings             to express

ancient times      since         lasting           a Japanese            cultural tradition

tannka’ninnki no                           haikei niha,                esu enu esu 

no          sonnzai           ga              ari,                               korona’ka 

 ni yoru                 komyunike-shonn’busoku ga,                   sore wo 

   sara ni kasoku saseta no deha to iware masu.

   riaru na                    shinnjou                     wo               tokumei de 

kyouyuu dekiru               esu enu esu wo      katsuyou suru naka de,

  ki no au                      mono                 doushi ga              tannbunn

de                 yaritori suru kikai ga fue mashita.

ima,         nihonn no         denntou’teki na                  teikei’shi 

 de aru            waka          (genndai deha           ippann’teki ni 

tannka             to               yobareru) ga         wakamono tachi 

no aida de            ninnki wo            atsumete i masu.

tannka ha,              nihonngo               no               kokochiyoi

 rizumu         (“go,   shichi,    go,   shichi, shichi”                  no 

 sannjuu ichi ji)       de         shinnjou wo          hyougenn suru, 

kodai             kara     tsuduku      nihonn no        bunnka desu.
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English+
Japanese

English Japanese Japanese
Text

5. Contemporary colloquial tanka poems have gained trac-
tion. It seems like that has been capturing the young hearts 
due to the freedom they offer for casual self-expression and 
the ease of composing and sharing poems promptly.

6. Now, the newly coined term “emoi,” derived from “emo-
tional” and indicating an emotional appeal, has become 
firmly established.

今
いま

 や、              「感
かん

情
じょう

 に 訴
うった

え かける」 を            意
い

味
み

 する

「エ
え

モ
も

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ナ
な

ル
る

」が              語
ご

源
げん

 の                                新
しん

語
ご

 

「エ
え

モ
も

い」も、           すっかり               定
てい

着
ちゃく

 して い ます。

13

8. Tanka  (wa ka ), a lso a contender for intangible 
cultural heritage, is likely to endure and evolve over 
time, passing through generations with changing 
societal landscapes.

無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

                                       の                           候
こう

補
ほ

 

に も な る                            短
たん

歌
か

                             （和
わ

歌
か

） は、

時
じ

代
だい

 に 合
あ

わせて 変
へん

化
か

 し ながら、               今
こん

後
ご

 も 長
なが

く

受
う

け継
つ

がれて いく こと でしょう。

現
げん

代
だい

 は             口
こう

語
ご

短
たん

歌
か

 が             人
にん

気
き

 です。           誰
だれ

も が 

カ
か

ジ
じ

ュ
ゅ

ア
あ

ル
る

 に                                                               表
ひょう

現
げん

 でき、 

思
おも

い立
た

ったら すぐ に                  詠
よ

めて                  発
はっ

信
しん

 できる

と いう                 気
き

軽
がる

さ                  が、                     若
わか

者
もの

 たち の

心
こころ

 を                        捉
とら

えた よう です。

7. The “Kotoba (word) Baton” is popular in the tanka 
program on NHK. One person composes the f irst 
verse of 5-7-5, followed by the next person writing 
t he last  verse of  7-7 to create a  poem. T hen t he 
next person receives the bottom phrase of 7-7 and 
composes the first verse. 

      N
えぬえいちけー

HK                       の                 短
たん

歌
か

番
ばん

組
ぐみ

                 では

「ことばバ
ば

ト
と

ン
ん

」 が          人
にん

気
き

          です。               一
ひと

人
り

が 

五
ご

 ・ 七
しち

 ・ 五
ご

              の               上
かみ

 の 句
く

 を              詠
よ

み、

それ に 続
つづ

けて             次
つぎ

 の            人
ひと

 が              七
しち

 ・ 七
しち

 

の            下
しも

 の 句
く

 を            詠
よ

み、             一
いっ

首
しゅ

 に します。 

さら に、                別
べつ

 の                     人
ひと

 が                       その

下
しも

 の 句
く

 を                                  受
う

けて、               上
かみ

 の 句
く

 を

詠
よ

み ます。

 intangible cultural heritage                                 for                          a contender

        also                                               tanka                                              waka

           with changing societal landscapes                                      over time

is likely to endure and evolve passing through generations

    now                                        an emotional appeal                                      indicating             

                emotional                                    derived from            the newly coined term

              emoi                                   firmly                           and has become established

         NHK                                on                   the tanka program                       in

      the Kotoba Baton                    popular                 is                        one person

five     seven      five                 of                      the first verse            composes

       followed by                       the next               person                 seven   seven

of                   the last verse                 writing                      to create a poem

     then                         the  next                           person                                 the

bottom phrase (of seven seven)            receives and                  the first verse

   composes

contemporary         colloquial tanka poems       have gained traction               they

          casual                                    (the freedom) [they] offer for self-expression and

                promptly                                      composing and                   sharing (poems)

      of                             the ease                      due to                                     young 

the hearts                    it seems like that has been capturing

genndai ha         kougo’tannka ga           ninnki desu.      daremo ga 

     kajuaru ni                                                              hyougenn deki,

   omoitattara sugu ni                     yomete               hasshinn dekiru

   to iu                 kigarusa                 ga,              wakamono tachi no 

kokoro wo                     toraeta you desu.

ima ya,                  “kannjou ni uttae kakeru” wo                  imi suru

      “emo-shonaru” ga                 gogenn no                         shinngo 

       “emoi” mo,                sukkari                   teichaku shite i masu.

enu eichi ke-               no            tannka’banngumi            deha 

 “kotoba batonn” ga          ninnki           desu.               hitori ga 

  go, shichi, go               no            kami no ku wo            yomi, 

sore ni tsudukete          tsugi no         hito ga        shichi, shichi 

no         shimo no ku wo         yomi,             isshu ni shi masu. 

 sara ni,               betsu no                 hito ga                     sono

shimo no ku wo                             ukete,            kami no ku wo  

yomi masu.

mukei’bunnka’zai                                 no                        kouho

ni mo naru                           tannka                           (waka) ha,

   jidai ni awasete hennka shi nagara,         konngo mo nagaku

      uketsugarete iku koto deshou.

https://hiraganatimes.com/j-text/2310/012-013.pdf
https://hiraganatimes.com/audio/2023/10/012-013.mp3
https://hiraganatimes.com/audio/2023/10/e-012-013.mp3
https://hiraganatimes.com/audio/2023/10/j-012-013.mp3
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In Japan, various types 
of noodles are enjoyed, 

and udon is one of them. 
It’s a popular staple food 

on a dai ly basis made by 
kneading wheat flour with salt-

ed water, rolling out the resulting 
dough, cutting it into thin, elongated 

strips, and then boiling it. Cold udon , which 
is boiled, rinsed well, and eaten chilled, is a perfect dish for 

beating the summer heat. I particularly adore savoring cold 
udon with a splash of sudachi (Japanese citrus fruit) juice.

日
に
本
ほん
で食

た
べられている麺

めん
類
るい
は数
かずか々ず

ありますが、「うどん」

もその一
ひと
つ。小

こ
麦
むぎ
粉
こ
を塩
しお
水
みず
でこねて作

つく
った生

き
地
じ
をのば

し、細
ほそ
長
なが
く切

き
って、茹

ゆ
でて食

た
べるうどんは、主

しゅ
食
しょく
の一
ひと
つ

として日
にち
常
じょう
的
てき
に親
した
しまれています。茹

ゆ
でてよく洗

あら
い、

冷
ひ
やして食

た
べる冷

ひ
やしうどんは、夏

なつ
に涼
りょう
をとるのにピッ

タリ。私
わたし
は冷

ひ
やしうどんにスダチをぎゅっと絞

しぼ
って食

た
べ

るのが大
だい
好
す
き。

Can you Eat 10 Balls of Udon?
     うどん 10 玉

た ま
食

た
べられますか？　　

As the heat subsides, I’d like to indulge in “kitsune udon ,” 
a dish of warm udon  noodles served in broth and topped 
with sweet and savory deep-fried tofu . The delightful fusion 
of the sweet broth oozing from the deep-fried tofu and the 
flavorful soup is truly irresistible. 

暑
あつ
さがやわらいだら、温

あたた
かいつゆのうどんに甘

あま
辛
から
く煮

に
た

油
あぶら
揚
あ
げをのせた「きつねうどん」が食

た
べたいですね。油

あぶら

揚
あ
げからじゅわっと染

し
み出

で
る甘
あま
い煮

に
汁
じる
と、出

だ
汁
し
のきいた

つゆのハ
harmoney
ーモニーがたまりません。

“Nabeyaki udon” (udon cooked in a pot with shrimp tem-

pura , etc.) and “udon suki ” (udon  hot pot shared in a pot 
with everyone) offer enjoyable variations, showcasing one of 
udon’s charms-its versatility in pairing with diverse broths 
and ingredients. 

海
え
老
び
の天
てん
ぷらなどがのった「鍋

なべ
焼
や
きうどん」や、皆

みな
で囲
かこ

む鍋
なべ
「うどんすき」も楽

たの
しく、いろいろなス

soup
ープや具

ぐ
と合

あ

わせられるのも、うどんの魅
み
力
りょく
の一
ひと
つでしょう。

Udon is also recognized as easily digestible, making it an 
excellent choice for those recovering from illness.

また、消
しょう
化
か
が良

よ
い食

た
べ物
もの
として知

し
られていますので、病

や

Tsurutontan, Kitsune Udon 　
つるとんたん きつねのおうどん

Hinode Seimenjo (Noodle Factory) in Kochi Pref.

日
ひ

の出
で

製
せい

麺
めん

所
じょ

（高
こう

知
ち

県
けん

）

Kitsune Udon     き
つ

ね
う

ど
ん

English+
Japanese

https://hiraganatimes.com/audio/2023/10/034-039.mp3
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Can you Eat 10 Balls of Udon?
     うどん 10 玉

た ま
食

た
べられますか？　　

み上
あ
がりにも最

さい
適
てき
です。

 
In Japan, there are unique udon  specialties in various regions 
across the country, and recently, well-known nationwide udon 

chain restaurants like “Marugame Seimen, ” “Hanamaru Udon,” 
and “Tsurutontan” have expanded not only within Japan but also 
internationally, making the taste of udon recognized worldwide.

日
に
本
ほん
には全

ぜん
国
こく
各
かく
地
ち
にその土

と
地
ち
ならではの名

めい
物
ぶつ
うどんがありま

す。また、最
さい
近
きん
では「丸

まる
亀
がめ
製
せい
麺
めん
」「はなまるうどん」「つるとんたん」

といった全
ぜん
国
こく
展
てん
開
かい
の有
ゆう
名
めい
うどんチ

chain
ェーン店

てん
が、国

こく
内
ない
ばかりか海

かい

外
がい
にも進

しん
出
しゅつ
していますので、うどんの味

あじ
が世

せ
界
かい
でも知

し
られるよ

うになってきました。

 
The term “udon” encompasses variations in noodle thickness, taste, 
and texture, each possessing distinct characteristics. Among Ja-
pan’s three major udon types, there’s Kagawa Prefecture’s “Sanuki 
Udon,” known for its thick, chewy noodles with a robust texture. 
Akita Prefecture’s delicate and slender “Inaniwa Udon,” offers a 
smooth mouthfeel; and Nagasaki Prefecture’s “Goto Udon,” fea-
tures slim, slippery noodles.

うどんと一
ひと
言
こと
で言

い
っても、麺

めん
の太
ふと
さや味

あじ
わい、喉

のど
ごしに違

ちが
いが

あり、それぞれ特
とく
徴
ちょう
があります。日

に
本
ほん
三
さん
大
だい
うどんと言

い
うと、太

ふと
く

もっちりしていてコシ（弾
だん
力
りょく
）のある麺

めん
が特
とく
徴
ちょう
の香

か
川
がわ
県
けん
の「讃

さぬ
岐
き

Text: IWASAKI Yumi 　
文
ぶん

：岩
いわ

崎
さ き

由
ゆ

美
み

　

麺匠の心つくし つるとんたん
https://www.tsurutontan.co.jp

うどん」。上
じょう
品
ひん
で細
ほそ
くなめらかな食

しょっ
感
かん
の秋
あき
田
た
県
けん
の「稲

いな
庭
にわ
うど

ん」、細
ほそ
麺
めん
でつるつるした舌

した
触
ざわ
りの長

なが
崎
さき
県
けん
の「五

ご
島
とう
うどん」が

挙
あ
げられます。

 
Udon noodles can be enjoyed at restaurants, or you can boil semi-
fresh or dried noodles at home. Pre-cooked or frozen noodles 
often available in supermarkets are also convenient options. On 
special occasions, some individuals might even take the time and 
effort to prepare udon noodles from scratch at home.

うどんはお店
みせ
でも食

た
べられますし、自

じ
宅
たく
で半
はん
生
なま
麺
めん
や乾
かん
麺
めん
を茹

ゆ

でることもあります。ス
supermarket
ーパーでよく売

う
られている茹

ゆ
で麺
めん
や冷
れい

凍
とう
麺
めん
も使

つか
いやすいですね。特

とく
別
べつ
な日

ひ
には、手

て
間
ま
暇
ひま
かけて自

じ

宅
たく
でうどんを打

う
つ方
かた
もいらっしゃるでしょう。

 
Kagawa Prefecture, renowned for its Sanuki udon, holds the title 
of the largest udon producer;  dating back to the Edo period (17-
19 centuries), it has been recognized for producing high-quality 
wheat due to its temperate climate and low rainfall. Boasting 
numerous salt fields that foster salt production, it also catches an-
chovies for making dried fish for soup stock; nearby Shodoshima 
Island has a long history of active soy sauce production; every-
thing related to udon  was readily available in Kagawa. Further-
more, the wheat milling technology was well-developed.

「讃
さぬ
岐
き
うどん」で知

し
られる、うどん生

せい
産
さん
量
りょう
ナ
number
ンバーワ

one
ンの香

か

川
がわ
県
けん
は、温

おん
暖
だん
で雨
あめ
が少
すく
なく、江

え
戸
ど
時
じ
代
だい
（17～ 19世

せい
紀
き
）から

良
りょう
質
しつ
の小

こ
麦
むぎ
の生
せい
産
さん
地
ち
として知

し
られています。塩

えん
田
でん
が多
おお
く塩
しお

づくりが盛
さか
んで、出

だ
汁
し
の煮

に
干
ぼ
しになるカタクチイワシも獲

と
れ、

近
ちか
くの小

しょう
豆
ど
島
しま
は古
ふる
くから醤

しょう
油
ゆ
造
づく
りが盛

さか
んでした。香

か
川
がわ
にはう

どんに関
かん
する全

すべ
てがそろっていました。また、小

こ
麦
むぎ
を粉
こな
にする

製
せい
粉
ふん
の技

ぎ
術
じゅつ
も発
はっ
達
たつ
していました。Tsurutontan, Shrimp Cream Udon 

つるとんたん 海
え

老
び

クリームのおうどん

  

鍋
な べ

焼
や

きうどん

N
abeyaki Udon (Udon in a hot-pot )
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